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トリニダード・トバゴ月間情勢報告 

（２０２４年５月） 

 

在トリニダード・トバゴ日本国大使館 

 

５月のトリニダード・トバゴの内政、経済、外交月間報告は以下の通り。 

 

１ 概況 

●トバゴ島南部沖合で発生した原油流出事故において、政府は、浄化作業に１，

２００万～３，０００万米ドルの費用がかかる見込みであると発表。 

●ＴＴは国内で約１１．５兆立方フィートの天然ガスの開発契約を結んでおり、

現在のペースでガス生産を続けると約１１年後に枯渇する見込み。 

●エネルギー省は、２０２３年の国内原油生産量は２０２２年比８％減となっ

た旨発表。同生産量は過去８年間で３１．７％減となっている。 

●ヤング・エネルギー相は、英シェル社と国営ガス社（ＮＧＣ）が、ドラゴン・

ガス田の探鉱及び天然ガスの輸出に関する合弁契約を締結したと発表。 

●米財務省外国資産管理室（ＯＦＡＣ）は、ＴＴに対し、ベネズエラと共同開発

する天然ガス田「マナキン・コキーナ（Manakin/Coquina）」における探鉱を許可

するライセンスを付与。 

●ＴＴ外務省はプレスリリースにおいて、パレスチナ国家の正式な承認を発表。 

 

２ 内政 

●（１０日報道）ユニセフの報告書によると、ＴＴ国内では約６，０００人の５

歳から１７歳の児童が就労しており、国際労働機関（ＩＬＯ）は懸念を表明。 

●（２６日報道）気象庁は、２０２４年の雨期の開始を正式に宣言。 

 

３ 経済 

●（６日報道）米政府は、米国製の民間人用の銃器が国外で犯罪に使われるのを

抑制するべく、ＴＴを含む「高リスク」と見なされる３６か国への銃器の輸出に

新たな規制を課すと発表。 

●（７日報道）トバゴ島南部沖合で発生した原油流出事故において、政府は、浄

化作業に１，２００万～３，０００万米ドルの費用がかかる見込みであると発表。 

●（８日報道）ＴＴは国内で約１１．５兆立方フィートの天然ガスの開発契約を

結んでおり、現在のペースでガス生産を続けると約１１年後に枯渇する見込み。 

●（１１日報道）韓国政府は、ＴＴの産業、電力及び運輸部門における低炭素ソ

リューション推進のため、５５万米ドルの無償資金を供与。 
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●（１２日報道）計画・開発省は米州開発銀行（ＩＤＢ）及びトリニダード海洋

問題研究所（Institute of Marine Affairs Trinidad）と共同で、ＴＴにおいて

質の高いブルー・カーボン・クレジット制度を導入するためのパイロット・プロ

ジェクトに関する５０万米ドルの契約に調印。 

●（１４日、１５日報道）ヤング・エネルギー相は、ＴＴはドラゴン・ガス田開

発のため借用料等として既に年間１００万米ドル超をベネズエラに支払ってい

ると発表。 

●（１５日報道）カナダのアンモニア製造会社 Nutrien 社は、天然ガスの利用率

の向上により、同社の肥料の生産量が１０％増加したことを発表。 

●（１５日報道）エネルギー省は、２０２３年の国内原油生産量は２０２２年比

８％減となった旨発表。同生産量は過去８年間で３１．７％減となっている。 

●（１８日報道）ヤング・エネルギー相は、英シェル社と国営ガス社（ＮＧＣ）

が、ドラゴン・ガス田の探鉱及び天然ガスの輸出に関する合弁契約を締結したと

発表。 

●（２３日報道）シェルＴＴ社は、深海鉱区（ブロック２５Ａ、２５Ｂ、２７）

で３か月にわたる物理探査を開始すると発表。 

●（２６日報道）ＴＴとカタールは、航空サービス協定に署名。 

●（３０日報道）米財務省外国資産管理室（ＯＦＡＣ）は、ＴＴに対し、ベネズ

エラと共同開発する天然ガス田「マナキン・コキーナ（Manakin/Coquina）」にお

ける探鉱を許可するライセンスを付与。 

 

４ 外交 

●（２日外務省発表）ＴＴ外務省はプレスリリースにおいて、パレスチナ国家の

正式な承認を発表。 

●（４日報道）ゴピ＝スクーン貿易・産業相はＴＴを訪問中のシェハデー・アラ

ブ首長国連邦外務大臣特使（カリブ・太平洋諸国担当）と会談し、農作物加工や

海運サービス、再生可能エネルギー等の分野における貿易連携の可能性に関し

て協議。 

●（８日報道、１０日首相府発表）ローリー首相はアシャンティ国王の即位２５

周年記念式典への招待を受けガーナを公式訪問。滞在中、アクフォ＝アド大統領

を表敬訪問し、両者はガス取引や奴隷制への賠償、両国間の航空サービス協定等

に関して協議を実施。 

●（１７日報道、１７日首相府発表）ローリー首相はインドを公式訪問し、ジャ

イシャンカル外相及びバイス・マハーラーシュトラ州知事と会談を実施。両国は

貿易や経済、スポーツ、ＩＣＴ、文化、教育、人的交流等の分野における二国間

関係の強化に向けて協議。更に同首相は、ＴＴ国内にクリケット・アカデミーを
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設立するべく、投資家とも会談を実施。 


